
＜合法伐採木材証明の例＞ 

 

 

 

・申請者名義で発行してください。 

 

・合法伐採木材等の流通及び利用の

促進 に関する法律に基づく木材で

あることを明記してください。 

 

*1 クリーンウッド法の登録木材関

連事業であれば登録番号、森林認証

の認証取得事業者であれば認証番

号、林野庁ガイドラインの団体認定

を受けた事業者であれば認定番号を

記載してください。） 

 

 

 

※合法伐採証明を発行するには、調達先から発行された合法伐採木材に該当することを示す書面での 

確認が必要です。 

合法伐採木材の確認方法の一つの例として林野庁ガイドラインの団体認定をうけた木材事業者が発行する「木

材の合法証明」があります。 

木材の合法証明については、下記の項目を記載されているか確認してください。 

 ①認定事業者番号 

 ②文言で合法性を提示していること 

  例：下記木材製品は、合法的に伐採された木材のみを原材料としています。 

 ③合法木材が明確に提示されていること。 

→「木材の合法証明」の詳細について、合法木材 Navi（https://www.goho-wood.jp/）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



＜請求書、請求明細書の例＞ 

 

算出した調達費の根拠を示す資料として、請求明細表、木拾い表を提出していただきます。 

提出される資料には「材積」、「金額」、「JAS の品目区分」の判別ができることが必要です。 

明細に JAS の品目区分の記載がない場合は、追記などして下さい。 

 

 

 

 

 

 


